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生
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
」「
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
大
切
に
す
る
」「
友
だ
ち
と
助
け
合
う
」

な
ど
独
自
の
約
束
事
を
披
露
し
た
後
、
楽
器

を
持
た
ず
に
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
マ
ー
チ

で
ス
テ
ー
ジ
全
体
を
使
っ
た
体
操
を
始
め
ま

し
た
。「
ダ
ン
ス
や
運
動
の
要
素
を
入
れ
た

楽
し
い
練
習
」
は
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
な
ら
で

は
の
要
素
で
す
。
そ
し
て
演
奏
し
た
の
が
、

「
キ
ラ
キ
ラ
星
変
奏
曲
」。
お
な
じ
み
の
「
タ

カ
タ
カ
タ
ッ
タ
」
や
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
」
を
一

生
懸
命
に
演
奏
す
る
子
ど
も
た
ち
。
10
月
に

ス
タ
ー
ト
し
、
週
に
一
度
、
１
時
間
ほ
ど
の

練
習
で
、
こ
こ
ま
で
で
き
た
の
で
す
。
心
を

合
わ
せ
て
一
つ
の
曲
を
仕
上
げ
る
過
程
で
得

ら
れ
た
音
楽
の
歓
び
は
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
に
、
き
っ
と
大
き
な
財
産
に
な
る
は
ず
で

す
。
司
会
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
、
頬ほ

ほ

を
赤
ら

め
て
「
思
っ
た
よ
り
も
う
ま
く
で
き
て
、
よ

か
っ
た
で
す
」
と
答
え
て
い
た
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　

次
の
中
村
第
一
小
学
校
器
楽
部
は
、
昭
和

30
年
代
か
ら
活
躍
し
て
い
る
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
演
奏
曲
も
ホ
ル
ス
ト
の
「
セ
ン
ト
ポ
ー

ル
組
曲
」
な
ど
３
曲
。
平
成
二
十
四
年
度
東

北
放
送
主
催
「
子
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

会
津
地
区
大
会
優
秀
賞
の
実
力
を
遺い

か
ん憾
な
く

発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
が

最
後
の
演
奏
と
な
る
６
年
生
を
感
謝
の
気
持

ち
で
送
り
出
す
大
切
な
日
で
も
あ
り
ま
し

た
。「
音
楽
を
や
っ
て
来
て
よ
か
っ
た
の
は
、

最
後
ま
で
諦

あ
き
ら
め
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と
で

す
」
と
答
え
た
生
徒
に
は
、
会
場
か
ら
も
大

き
な
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
丘
小
学
校
金
管
マ
ー
チ
ン
グ
部
が
登
場

す
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
が
、
さ
ら
に
き
ら
び
や

か
に
な
り
ま
し
た
。「
マ
ン
ボ
No.
５
」
は
小
学

生
と
思
え
な
い
表
現
力
で
し
た
し
、「
大
き
な

古
時
計
」
で
は
、
し
っ
と
り
と
し
た
情
感
を

歌
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ

の
「
集
団
で
の
学
習
に
よ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
熟
成
」
そ
し
て
「
子
ど
も
同
士
の
相
互
学

習
と
し
て
ピ
ア
教
育
」
が
見
事
に
成
果
を
生

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、

相
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
き
な
一
歩

　

季
刊
誌
前
号
の
対
談
記
事
に
ご
登
場
い
た

だ
い
た
、
菊き

く
が
わ川
穣ゆ
た
かさ
ん
が
代
表
理
事
を
務
め

る
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
ジ
ャ
パ
ン
が
、
２
月
24

日
（
日
）、
福
島
県
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
は
ま
な
す
館
」
で
「
エ
ル
・
シ
ス
テ

マ
ジ
ャ
パ
ン 

相
馬
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
音
楽

を
通
し
て
生
き
る
力
を
育

は
ぐ
く
む
」
た
め
に
、
相

馬
市
と
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
ジ
ャ
パ
ン
が
協
定

を
結
ん
だ
事
業
の
一
環
で
、
必
要
な
楽
器
の

無
償
提
供
や
講
師
の
派
遣
な
ど
、
相
馬
市
教

育
委
員
会
を
支
援
す
る
形
で
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
運
営
は
教
育
委
員
会
と
学
校
が
担
当

し
、
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
の
教
育
法
を
学
ん
だ

地
元
の
音
楽
教
師
が
直
接
指
導
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
市
内
の
３
つ
の
小
学

校
に
よ
る
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
出
演

は
、
八
幡
小
学
校
バ
イ
オ
リ
ン
教
室
、
中
村

第
一
小
学
校
器
楽
部
、
桜
丘
小
学
校
金
管

マ
ー
チ
ン
グ
部
、
桜
丘
小
学
校
合
唱
部
の
総

勢
１
５
７
名
。
会
場
は
満
席
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
も
多
数
押
し
か
け
、
熱
気
に
溢あ

ふ

れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
生
ま
れ
た
社
会
教
育
シ
ス

テ
ム
と
し
て
世
界
30
ヵ
国
以
上
に
広
ま
っ
て

い
る
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
で
す
が
、
今
回
の
よ

う
な
災
害
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
復
旧
・

復
興
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
世

界
で
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
長
期
的
な
復
興
・
教
育
を
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
大
き
な
関
心
が
集

ま
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

相
馬
市
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
第
一
に
災

害
か
ら
の
復
興
・
発
展
に
向
け
、
相
馬
市
が

子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
と
教
育
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
も
と

も
と
民
謡
や
音
楽
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
、
積

極
的
に
関
心
を
寄
せ
た
音
楽
関
係
者
が
市
内

に
多
く
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
こ
の
日
の
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
相
馬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
次
を
見
据
え
る

上
で
も
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

無
限
の
可
能
性
に
エ
ー
ル

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
は
、
２
０
１
２
年
10

月
に
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
ジ
ャ
パ
ン
の
支
援
で

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
八
幡
小
学
校
バ
イ
オ
リ

ン
教
室
18
名（
１
年
生
〜
５
年
生
）で
す
。「
先

子
ど
も
か
ら
始
ま
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
連
鎖
が
、
被
災
地
を
前
進
さ
せ
る
力
に
な
る

話
題
の
エ
ル
・
シ
ス
テ
マ
を
導
入
し
た
福
島
県
相
馬
市
の
試
み

特集 音楽のエネルギーを今、ふたたび。

震災から２年を迎えるにあたり、亡くなられたすべての方々への追悼として演奏されたモーツァ
ルトの「アヴェ・ヴェルム・コルプス」。清らかな演奏に涙ぐまれた方も多く見られました

「キラキラ星変奏曲」を演奏する八幡小学校バイオリン
教室の子どもたち。初めてヴァイオリンを手にした子
どもたちの晴れ姿に、大きな拍手が送られました

桜丘小学校金管マーチング部は、勇壮なファンファーレで演奏をスター
ト。視覚も聴覚も満足させるような仕上がりでした

一般社団法人 エル・システマ ジャパン　http://www.elsistemajapan.org/

コンサート第2部で全員が着用したお揃い
のTシャツの背中には、「音楽でつないでい
こう！」のモットーが描かれていました Energ

y
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